
HPVワクチン
接種完了証

シルガード®9を接種された方へ

あなたは、HPVワクチンの接種が完了
いたしました※。
ワクチン接種に加えて、子宮頸がん検診
も定期的に受ける必要があることを
忘れないでくださいね。
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※：シルガード®9の場合、9歳以上の女性は3回の接種で完了となります。
 ただし、9歳以上15歳未満の女性は2回の接種で完了することもできます。



子宮頸がんの原因となる高リスク型HPVは15種類程度あり
ます1）。今回皆さんが接種したのは、子宮頸がんで多く検出される
型をカバーしているワクチンですが、他にも高リスク型HPVは
存在します。
また、接種時にすでに感染している場合や、すでに進行している
病変に対しての治療効果はありません2、3）。
接種後も20歳を過ぎたら、定期的に子宮頸がん検診を受けま
しょう。
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子宮頸がん検診は、どうして必要なの？
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子宮頸がん検診とは、子宮頸がんになる前の状態（前がん病変）
やがん細胞を早期に発見する検査です。
早期治療へつなげるためには定期的な検診が重要です。

子宮頸がん検診には、細胞診検査とHPV検査の2種類があります。
どちらも子宮の入り口部分の表面をやわらかいヘラやブラシで
軽くこする検査で、1～2分程度で済みます。
●細胞診検査
前がん病変（がんになる前の状態）やがん細胞があるかどうかを
確認することができます。
●HPV検査
子宮頸がんの主な原因となるウイルスを検出することができます。
ただし、前がん病変やがん細胞の有無についてはわかりません。
細胞診検査とHPV検査は両方同時に実施できる場合があります。

異常が見つかった場合は、必ず精密検査を
受けましょう。異常がない場合でも、定期的な
検診が大切です。
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子宮頸がん検診の内容は？

検診の種類4）

結果をうけとったら？
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子宮頸がんの予防には
ワクチンと定期的な検診の2つが大切です
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注）子宮頸がんはワクチンと検診で100％予防できるわけではありません




